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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /120Eh ， 120Gc 


八ードウエア編 

本装置の八ードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能 （70 ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （80 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続じついて説明していま 
す。 


基本的な操作 （86 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および CD-ROM のセツト方法などについて説明して 
います。 


内蔵オプションの取り付け （93 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （142 ページ） 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP )(1 日1ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設を方まについて説明しています。 

リセットとクリア （178 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （CMOS) のクリア方法について説明していま 
す。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （181 ぺージ） 

1/0ポートアドレスや割り込み設をについて説明しています 


Setup Utility (183 ページ） 

LSI Logic Software RAID に常駐するためのコンフィグレーションツール、 LSI 
Logic Software RAID Setup Utility について説明しています。 


ONL-4152dN-120Eh/120Gc-000-02-0704 
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増設ス□、ソト1 増設ス□、ソト2 



く SAS モデル> 

( 1 ) 



各部の名称 I と機能 

本体のを部のを称を夕じ示します。 


本巧前面 
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く SATA モデル> 


( 11 ) 


( 10 ) — 


(9). 



irn- り） 


-( 8 ) 


(1) フ□ントマスク 

装置前面を保護ずるカバー（^99ぺージ)。 

(2) DVD - ROM ドラィブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行う（一91ページ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするための 
オープン/ク□ーズボタン、ディスクへのアクセ 
ス状態を表示するアクセスランプ（アクセス中は 
オレンジ色に点灯）、トレーを強制的にイジェク 
卜させるための強制イジェクトホールが装備され 
ている。 

(3) 己2己インチデバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションの DAT ドライブや 
MO ドライブなどを取りがける場所卜132ペー 
ジ）。 DVD - RAM ドライブや内蔵 AIT ( IDE ) を取り 
付ける場合は、一番下のベイに実装して<ださ 
し、その際に DVD - ROM ドライブは増設ス□ット 
1に移動させてマスタ接続してください。 

(4) D 旧 K アクセスランプ（緑色） 

本体内蔵の八ードディスクドライブじアクセスし 
ているときに緑色に点灯する（^77ぺージ)。内蔵 
八ードディスクドライブをオプションボードに接 
続している場合は装置に添付の LED ケーブルを接続 
することじより点灯する（^116ぺージ)。 

(己） POWER / SI _ EEP ランプ（緑色） 

電源を ON にずると緑色に点灯ずる卜 W ぺ一 
ジ）。省電カモード中は緑色に点滅する。 


(目） POWER / SLEEP スイッチ 

本体の電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、 ON の状態になる。もう一度押す 
と OFF の状態になる（一86ぺージ)。 

0 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もう一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 

(7) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続ずる。 

(8) スタビライザ 

装置を安定させるための足。装置を寝かせる場合 
は閉じることができる（一96ページ)。 

(9) 八ードディスクドライブベイ （ SAS モデル 
の場合は、 HDD ケージ標準装備） 

八ードディスクドライブを取リ付ける場所 
107ページ)。 

(10) リリースタブ（フ□ントマスク側面に4個) 

フ□ントマスクの□ックを解除するタブ（一99 
ページ)。フ□ントマスクを取りかずときに押ず。 

(11) 3 .己 FD ドライブベイ 

オプションの内蔵 USB FD ドライブ（オプション) 
を実装ずる場所。 


指受ス□、ソト1 増設ス□、ソト2 

( 2 ) 
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72 各部のを称と機能 


本付:背面 


(5) (4) 


磯 )® 


(の¬ 


り） ’ 



ミ ^^ ■ 
I ミ^™ 

けぁ 埋け 



(1) 電源コネクタ 

添がの電源コードを接続する（^82ぺージ)。 

(2) 固定ネジに個） 

左側のサイドカバーを取り外すときにかずネジ 
(一96ページ)。 

(3) 讀体□ック 

盗難防止巧器具を取りがけることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 



(4) マウスコネクタ 

添がのマウスを接続ずる（一82ページ)。 

(己）キーボードコネクタ 

添付の丰ーボードを接続する（^82ぺージ)。 

(6) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一82ページ）。なお、本体標準のシリアルポート 
は専巧線接続は不可です。 


(7) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する（^82ぺージ)。 

(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（一77ペー 
ジ)。 

(9) 100/10ランプ 

マネージメント専巧 LAN ポートの転送速度を示ず 
ランプ（一77ページ)。 

(10) UNK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ（一77 
ぺージ ) 。 

(11) LAN コネクタ（末尾の数字はポート番号を 
示ず） 

LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
コネクタ（一82ページ)。 

(12) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
82ページ)。 

対応するソフトウェア（ドライバ）が必要です。 

(13) マネージ メント専用 LAN ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE - T と接続するコネクタ 
(一82ページ)。 
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本巧巧部 


く SAS モデル> 


(1) (2) (4) (5)-1(6) 


(3)-3 



(5)-2 (3)-2 (10) 


(9) 





































































































































































74 各部のを称と機能 


< SATA モデル〉 


( 1 ) ( 2 ) 


(4) (5)-1(6) 



3 

V ，. 

J V 一 

ノ 




(3)-3 



-(7) 


(3)-1 


(5)-2 (3)-2 (10) 


(1) 電源ユニット 

(2) マザーボード 

(3) 冷却フアン 

(3)-1 フ□ント 
(3)-2 VR 
(3)-3 リア 

(4) メモリ （DIMM) 
(己） CPU ヒートシンク 

(5)-1 基本 CPU (1) 
(5)-2 増設 CPU (2) 


(6) DVD-ROM ドライブ 

(7) 曰.2曰インチデバイスベイ（下のス□ット 
に DVD-ROM ドライブを標準装備） 

(8) 八ードディスクドライブベイ （SAS モデル 
の場合は、 HDD ケージ標準装備） 

(9) PCI ガイドレール 

(10) 3 .日インチ八ードディスクドライブ（オプ 

シヨン） 
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(17)(16)(15) (13) (12)-5 

(14) (に)-1〜4 


(1) プ□セッヴソケット 

(1)-1 基本 CPU (1) ソケット 
(1)-2 増設 CPU に)ソケット 

(2) 電源コネクタ 

(3) DIMM ソケット （DIMM 番号は下か5 A-1、 
A-2、A-3、B-1、B-2、B-3) 

(4) を却ファンコネクタ 

(4)-1 CPU 1 ファンヒートシンクファン用 
(4)-2 CPU 2 ファンヒートシンクファン巧 
(4)-3 フ□ントファン 
(4)-4 リアファン 
(4)-5 VR ファン用 

(己） SAS コネクタ （SATA モデルには未実装。 
末尾の数字はチャネル番号を示ず） 

(6) RAID 己アクティべーシヨンキー用コネクタ 

(7) SAS SW RAID 切り替えジャンパ 
(SATA モデルには未実装。設定について 
は102ぺージ参照。） 

(8) ディスク LED コネクタ 

(9) USB ポート用コネクタ 



(11)(10) (9) (8) (4)-3 


( に )-6 


(10) USB デバイス用コネクタ 

(11) IDE コネクタ 

(12) シリアル ATA コネクタ （SAS モデルには 
(12)-1 〜4(ホ未実装。末尾の数字はチャネ 
ル番号を示す。） 

(13) リチウムバッテリ 

( 1 4) スイッチ /LED ケーブル用コネクタ 

(1 己） CMOS コンフイグレーションジャンパ 

(16) シリアルポート B コネクタ（オプション用) 

(17) IPMB コネクタ 

(18) PCI ボードス□ット（ポート番号は上か5 
K 2、3、4、日） 

(18)-1 PCIe x 4 

(18)-2 64- bit /100 MHz PCI-X 

(18)-3 PCIe X 8 

(18)-4 PCIe X 1 (ただしコネクタは x 4) 

(18)-5 32- bit /33 MHz/PCI 

(19) が部接続コネクタ 

(20) 未使用コネクタ 




7サーポー 


2 ^ 5 4 

1 4 2 5 5 6 7 
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76 名'部のを称と機能 


ランプ表示 


本体のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 


< SAS モデ < SATA モテ ’ J レ> 




100/10うンプ 


本体背面 
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POWER/SLEEP ランプ 

本体の電源が ON の間、緑色に点なします。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一を時間じ(上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
をしたり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります）。 POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと元に戻り 
ます。 


DISK アクセスランプ 

D に K アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブにアクセスしているときじ緑色に 
点灯します。 DVD - ROM ドライブのアクセスランプは、セツトされている媒体にアクセスして 
いるときに点灯します。 


UNK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている闇、点なしまず （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


1000/100/10 ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T dGbps ) ch 100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。穫色に点なしているときは、1000 BASE - T で動作していることを、緑 
色に点なしているときは 100 BASE - TX で動作していることを示します。消なしているときは、 
1〇目 ASE - T で動作していることを示します。 


100/10 ランプ 

マネージメント用 LAN ポートは、 100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE-T (10 Mbps ) をサ 
ポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。緑色に点灯しているときは100 BASE - TX で動作していることを示し 
ます。消なしているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 
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Disk ランプ 

SAS モデルの場合、標準搭載の HDD ケージに SAS ホ、ソトプラグに対応した専用の八ードディ 
スクドライブを4台取り付けることができます。 

SATA モデルの場合、八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブを4台取り付け 
ることができます。 

搭載する八ードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表示と機能は次のとお 
りです。 



• 緑色に点な-点滅 

八ードディスクドライブに電源が供給されていることを示します。点滅でディスクへの 
アクセスが行われていることを示します。 

• アンパ’一色に点'灯 

八ードディスクドライブが故障していることを示します。 




ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5) を構成している場合は、1台のハードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを 
交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勸めします（ディスクの交換は 
ホットスワップで行えます）。 


• アンバー色にゆっくりと点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません)。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行いますけートリビルド機能)。 

リビルドを終了するとランプは緑色に点灯します。リビルドに失敗するとランプがアン 
バー色に点なします。 
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wO リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されまず。再起動し 
てか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次のを 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 m 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在ずる場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は巧わないでください。 




80 設置と接続 


設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



A を意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

Q 

明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指定似がの場所に設置-保管しない 


本体の設置じふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 


1ソ下の環境条件を 
満たした場所 
く動作時> 

室内温度：10で〜3已で* 
湿度： 20%~80% 

ミ豆度勾配：±10で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 
く休止時> 

室内ミ豆度：-10で〜已已で* 
湿度：1〇〇/〇〜80〇/〇 
温度勾配：±1已で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 


室内温度1已で〜2已での 
範囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 





腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類のお<や薬品類がか 
かるおそれのある場所。_ 



物の落下が考えられる場所。 





本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費ずる装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）のお<。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフイルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 




































































82 設置と接続 



本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



警告 


A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定 m がのコンセントに差し込まない 

AA 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 


wO • 本体、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
raa し ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• ヴードパーティの周辺機器およびインタフエースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用できることをあ5かじ 
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用できないもの 
ちあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーボード/マウスや PCI ス□ットに増設したボードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止ずるため効果びあります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されていまず)。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークをちに向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続ずる場台は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
で < ださい。 


<本体前面> 



USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 
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<本体背面> 
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電源コード 

添付の電源コードを接続します。 







• 本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にある出カコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご K ください。 



ご使用時にバッテリ接続コ 
ネクタを接続してください。 
移設等で移動ずる際は外し 
てください。 


• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設を変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC 丄 INK 」 を選択 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


wO 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってか5電源 
BM を ON にしてください。 


1. フ□ツピーディスクドライブにフ□ツピーディスクをセツトしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


4/^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
医!^ は、電源制御装置の電源が ON じなっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点なし、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC 」 □ゴが表示され 
ます。 


「 NEC 」 □ゴを表示している闇、自 
己彰断プ□グラム ( POST ) を実 
行して八ードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 POST の 
チェック」をご覧ください 。 POST 
を完了すると OS が起動します。 □ 
グオン画面でユーザーをとパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨!^ 240ページを参照してください。 


















ノ、ー ドクェア編 87 



POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
巨 IOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設をでは POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Esc > キーを押すと、 

POST の実行内容が表示されます。） 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


M 层 E 





• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ressAnyKey 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものです。 
オプションの マニ ュアルにある説明を確認してか5何かキーを巧してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを示 
ずメッセージを表示して POST をいったん停止ずることびありまず。 

この場合はく F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 
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3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている闇に < F 2> 羊一を押します。 
設定方まやパラメータの機能については、151ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 本体標準装備の SAS インタフェースを使用した八ードディスクドライブのディス 
クアレイ機能をジャンパにて有効にしている場合は、次のメッセージが表示されま 
す。ジャンノくの設定は179ページを参照してください。 

Press <Ct r L> <M> to Run LSI Logic Software RAID Setup 
Utility. 

ここでくな「1>车一とく M > 羊一を押すと八ードディスクドライブの RAID を構築する 
ためのユーティリティが起動します。 

日.続いて本体にオプシヨンの SAS コント□ーラボードなどの専用の BI 日 S を持ったコ 
ント□ーラを搭載している場合は、 BI 日 S セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自 
動的に続けます)。 

<例： SAS 目 IOS セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL> く A> for SASSeLect(TM) UtiLity! 

ここで <(：が>丰一とく A >丰 一を押すとユーティリティが起動します。 SAS 機器の設定 
値やユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説明書を参照して<ださい。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SAS 機器を取りがけた場合 

• 外付け SAS 機器を接続した場合 

• 本体内部の S AS 機器の接続を変更した場合 

6. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にしてください。 


0 S をインス I ルするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


8 . 


P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照して<ださい。 


w "0 保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となりまず。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF じします。本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS じ添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 


1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. P 日 WER / SLEEP ランプが消'打したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 




Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシャツトダウ 
ンにてスタンバイを選択しないでください。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER / SLEEP スイ、ソチの設定: 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状 
態になります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 





省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003の設をによって異なります。また、省電カモード中の動 
作 レベルは、 Windows Server 2003の設をに化存します。 


wO 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さし省電カモードか5復帰ずる際に元のが態に復帰でをない場合びありま 
す。 
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DVD - ROM ドライブ 


本体前面に DVD - ROM ドライブがあります。 DVD - ROM ドライブは DVD / CD-ROM (読み出)し 
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - ROM はフ□、ソピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
A ベ^ などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説 
V 明をご覧ください。 

• DVD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセット/取り出し 

1. 本体の電源が日 N (P 日 WER/SLEEP ランプ点な）になっていることを確認する。 

2. DVD-ROM ドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

4. オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセットされます。 

ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセットするときと同じようにオープン/ク□ーズボタンを 
押してトレーをイジェクトし、トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色に点灯 
しているときは、ディスクじアクセスしていることを示します。この闇、オープン/ク□ーズ 
ボタンは機能しません）。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻してください。 


ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□ーズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
出)します。 


1.P 日 WER/SLEEP スイッチを押して本体の電源を日 FF (P 日 WER/SLEEP ランプ消 
好）にする。 
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2. 直径約 1.2 mm、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引さ伸ばして代用でを 
る）を DVD-R 日 M ドライブのフ 
□ントパネルにある強制イジェク 
トホールに差し込んで、トレーが 
出てくるまでゆっくりと押す。 




L _ 1 


PtrrmTnfll ^ 





強制 イジ ェク ト ホール 


強制イジェク ト ホールの位置はド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 


m 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 DVD / CD 規格に準拠しない「〕ピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクに 
つきましては、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）じ手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き a まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいじふいてください。 

参清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくださし >。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 


AQ 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （61 ページを参照）。 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


安ま上の注意 


八 盛®® 

















94 内蔵オプシヨンの取りがけ 


静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構ぶされています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 日 S からシャツトダウン処理をす 
るか P 日 WER / SLEEP スイッチを 
押して本体の電源を日 FF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯） 

にする。 


2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 




3 . 


本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイドカバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはレフトサイドカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカバーを取り外します。 



3. 本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に巧りたた 
む。 



4. ち側のカノ く一が底面を向くよラに 
して本体を横置さにする。 



ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 
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98 内蔵オプシヨンの取りがけ 


取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取りがけることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を磕認してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、サイドカ 
バー前面側じあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かっていないとカバーを確実に取り付けることができません。 


本体上面側の 
フック 



崖体□ックのプレート 
を差し込む穴 


レフトサイドカバーの裏側 


フックの差し込み穴 フックを引っか 



最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカバーを取りがけます。 



ネジ 
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フ□ントマスク 

八ードディスクドライブや 5.25 インチデバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフ〇 
ントマスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフ□ントマスクを取り外します。 


1 . 9己ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


3. フ□ントマスクの左側にあるリ 
リースタブ （4 力所）を引き、夕 
ブび本体のフレームから外れる程 
度に前面に少し引っ張る。 



wO 前面に引っぱりすざるとフ□ントマスクのち側を固定しているフックを破損 
■to してしまいます。少しだけ引き出してください。 


4. フ□ントマスクをちへスライドさ 
せ、本体ち側の フレームに 引っか 
かっているタブを外して本体から 
取り外す。 







































100 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

フ□ントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。フ□ントマスクのち 
側にある4つのタブを本体前面の穴に差し込んでから左側を本体に向けて押し、リリースタブ 
で□ックしてください。 
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3.5 インチ八ードディスクドライブ ( SAS モデル） 

本体の内部には、八ードディスクドライブを最大4台取り付けることができます。 


• 辭社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ード 
ディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれびありまず。また、 
これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中で 
も有料となります。 

• SASA - ドディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、マ 
ザーボードのジャンパ設定にて構成される Software RAID ドライブの 
いずれかで使用することびでをます。 


HDD ケージ 
















































102 内蔵オプションの取り付け 


SAS Software RAID の設定方法 

マザーボード上の SAS SWRAID 切り替えジャンパを設ちします。 



次に Setup Utility にて Software RAID の設定:を行います。 （183 ぺージ参照) 
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取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクドライブを取り付けます。 

1 . 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

1台目 

最下段 

2台目 

下から2段目 

3台目 

下から3段目 

4台目 

最上段 




マザーボード 


2. 9日ページを参照して取り外しの準備をする。 

本体の底面についているスタビラ 
イヴ （4 個）を内側に折り置む。 



3. 

















































104 内蔵オプシヨンの取りがけ 


4. ち側のカノ く一が底面を向くよラに 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



日.(下の図を参照して、 SAS ケーブル、電源ケーブルを接続する。 



6. SAS ケーブルを SAS コネクタに接続する。 
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7. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 


8. 装置を立て、フ□ントマスクを開 

く。 

9. SAS ホットプラグ八ードディス 
クドライブを HDD ケージに取り 
付ける。 

八ードディスクドライブのトレー 
にある八ンドルを完全に開いた状 
態にして、 HDD ケージの奥に奕き 
当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレバーを閉じて 
固定します （ r カチ、ソ」と音がして 
□、ソクされます)。 



W -0 辭社び推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

詳しくはお買い求めの販売店または保守ヴービス会社までお問い台わせくだ 
さい。 


✓ 図を参照して八ードディスクドライブ（トレー）の向きを確認してか6差し 3 A 
医て巧！ んで<ださい。またレバーを閉じた際(こレバーのフックが HDD ケージのフレー 
ム(こ引つかかっていることを確認してください。 




HDD ケージのスロットにはハードディスクドライブを搭載していないハード 
ディスクドライブトレーが取り付けられています。ハードディスクドライブを 
取り付ける場合は、ハードディスクドライブトレーを取り外してから取り付け 
てくださし、。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい。 


ドライブ车ャリアは、八ンドル部にある緑色のタブを押して八ンドルを手前に止ま 
るまで開くと HDD トレーから解除されます。 

トレーと八ンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取り付けてくだ 
さい。 


W -0 本体の電源び ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


10. フ□ントマスクを閉じる。 





































106 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

八ードデイスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 



j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 

2 . 

3. 


4. 


9己ページを参照して取り外しの準備をする。 

フ□ントマスクを開<。 

「取り付け」の手順1日を参照して 
A- ドディスクドライブを取り出 
す。 

フ□ントマスクを閉じる。 
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3.5 インチ八ードディスクドライブ ( SATA モデル） 

本体の内部には、八ードディスクドライブを最大4台取りがけることができます。 


w "0 轉社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本体び故障するおそれびあります。また、これ5の製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


八ードディスクドライブベイ 



SATA Software RAID の設定方法 

システム目 I0S のセットアップじて 「Peripheral Configuration」 の l"SATA Controller Mode 
Option」 のパラメータをに ompatible] 一 [Enhanced] に設定し、新たに「 SAT A RAID」 メニュ ー 
が表示されますので [Disabled 卜正 nabled] へと設定:変更することで使用可能となります。 

再起動後 POST 中に Software RAID Utility の起動方法が表示されますので、メッセージに従っ 
て Utility を起動してください。 RAID の設定については183ページの 「Setup Utility」 を参照し 
てください。 




































108 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクドライブを取りがけます。 


1. 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

1台目 

最下段 

2台目 

下から2段目 

3台目 

下から3段目 

4台目 

最上段 


マザーボード 



2. 9日ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 96ページを参照してレフトヴイ 
ドカバーを取り外し、フ□ントマ 
スクを開<。 



4. A- ドディスクドライブをすでに搭載している場合は、八ードディスクドライブに 
接続しているインタフェースケーブルと電源ケーブルを外す。 
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日.本体前面からドライブキャリアを 
固定しているネジ2本を外す。 


6. つまみを持ち、ドライブキャリア 
を引を抜く。 


7. A- ドディスクドライブを平らな 
場所に置き、ドライブキャリアを 
かぶせるよラに乗せる。 


8. ネジ穴を合わせてネジ（左ち2本 
ずつ）で八ードディスクドライブ 
をドライブキヤリアに固定する。 



J \- ドディスクドライブを固定ずるネジは、 J \- ドディスクドライブ添付のネ 
ジを使用してください。必要似上に長さのあるネジを使用すると八ードディス 
クドライブを破損するおそれびありまず。 











































110 内蔵オプションの取り付け 


9. つまみを持って、ドライブキヤリ 
アを装置に取り付けネジ2本で固 
定する。 


3 

3 

3 

3 



10. ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 


^ 電源ケーブル(こキャップがされていた場合は取りかしてください（取りかした 
民ェックI キャップは大切に保管してください）。また、使用しない電源コネクタには 
キャップをし、リピートタイで束ねてください。 



11. 本体を組み立てる。 

12. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して、 BIOS からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する (151 ページ)。 
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取り外し 

八ードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第 E 者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウエアにより復 
元され、予期せめ用途に乾用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 9日ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外し、フ□ントマスクを開く。 

3. 「取り付け」の手順己〜目を参照してドライブキャリアを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順8を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

己.本体を組み立てる。 


N 81 50- g 04 A / g 05 A / g 06 A / g 07 A /208 A / g 09 A 増設八ードディスクドラ 
イブ ( SATA 2) 搭載時について 

参 N81 50-204A/205A/206A/207A/208A/209A 増設ハードディスクドライブ (SATA2) 
を実装した場合、崖体表示のス□ット番号と Windows 2003上の「ディスクの管理」に 
て表示される八ードディスクドライブ番号が一致しません。八ードディスクドライブの 
管理ならびに八ードディスクドライブ交換時には、必ず POST 画面から巧換する八ード 
ディスクドライブ番号をご確認の上、作業を行ってください。 

• POST 画面を表示させるには、電源 ON 後の 「NEC」 の□ゴ画面にてく Es にキーを押して 
ください。 POST 画面の表示が速い場合は、く Pause> キーを押して止めることができま 
す。 


讀体表示ス□ット番号 

Windows での「ディスク管理」で表示されるディスクの番号 

HDD1 台の時 

HDD2 台の時 

HDD3 台の時 

HDD4 台の時 

1 

(Axed Disk 0) 

ディスク 0 

デイスク日 

ディスク 0 

ディスク日 

2 

(Axed Disk 1) 

- 

デイスク 1 

ディスク 2 

ディスク 2 

3 

(Fixed Disk 2) 

_ 

- 

ディスク 1 

ディスク 1 

4 

(Axed Disk 3) 

_ 

- 

_ 

ディスク 3 


() 内は POST での表示 


















112 内蔵オプションの取り付け 


PCI ボード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを5つ用意しています。 



• PCI ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃びしてか5ポードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対するま意については、94ぺージで説 
明していまず。 


• □ングボードは PCI #日のみに搭載できます。また、実装する際には、 
マザーボード上の部品に接触しないよう、を意して実装してください。 



マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 

く SAS モデル> 





ス□ット 
(バス A) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス C) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス E) 





PCIe#l 

PCI-X#2 

PCIe#3 

PCIe#4 

PCI# 已 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 >1 

x4 

レーン 

64-bit/ 

100 MHz 

x8 

レーン 

Xl 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

Full-Height 




PCI ボードタイプ 

x 4 ソケット 

3.3V 

x 8 ソケット 

x 4 ソケット 

已 V 




搭載可能なボードサイズ 

ショ 

—卜 

□ング/シヨ 

—卜 


N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力-ド性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ （ 

力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8190-に6 

SCSI コント□ーラ 

(力-ド性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

SATA ディスクアレイ 
装置接続用 

N 8103 -104 

ディスクアレイコント□-ラ 
(内蔵 SAS ) 

(力-ド性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -91/101/103/ 
104/105といずれか1 
枚のみ 

N 8103 -105 

ディスクアレイコント□—ラ 
(内蔵 SAS ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -91/101/103/ 
104/105といずれか1 
枚のみ 

N 8103 -91 

ディスクアレイコント□-ラ 
(内蔵 SAS ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 

N 8 103-80 とあわせて 
最大2枚まで 

N 8103 -90 

ディスクアレイコント□-ラ 
(外付 SAS ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8 103-80 とあわせて 
最大2枚まで 

N 8103 -99 

ディスクアレイコント□-ラの ch ) 
(力-ド性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

- 

最大1枚まで 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ (1 ch ) 
(力-ド性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大1枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8 103-90 または91と 
あわせて最大2枚まで 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力-ド性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード （2 ch ) 

(力-ド性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 

(力-ド性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり1枚まで 
( AFT 時は、 PCI バス当 
たり最大2枚まで）ただ 
し、 N 8104-に〇はシス 
テム当たり最大2枚まで 

N 8104 -112 との混在不 
巧 

N 8104-に〇 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

N 8104 -114 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -114 同±の 
Teaming ( AFT/ALB 巧 
当）は巧。その他の N に 
との Teaming ( AFT / 

ALB 相当）は不可。 

N 8104-に1 

1000 BASE - T 接続ボードにか） 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -1 に 

1000 BASE - SX 接続ボード （2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり最大1 
枚まで （ AFT 時は最大2 
枚まで） 

N 8104 -103/1 13との 
混在不可 
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ス□ット 
( バス A) 

ス□ット 
( バス B) 

ス□ット 
( バス C) 

ス□ット 
( バス D) 

ス□ット 
( バス E) 





PCIe#l 

PCI-X#2 

PCIe#3 

PCIe#4 

PCI# 已 


型名 

製品名 

PCI ス □ ット性能 '^1 

x4 

レーン 

64-bit/ 

100 MHz 

x8 

レーン 

xl 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

Full-Height 




PCI ボードタイプ >1 

x4 ソケット 

3.3V 

x8 ソケット 

x4 ソケット 

已 V 




搭載可能なボードサイズ 

ショ 

—卜 

□ ング / シヨ - 

—卜 


N 8104-に 3 A 

10 GBASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 

N 8 105-45 

グラフィックスアクセラレータ（カー 
ド性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大1枚まで 

N 81 17-01 A 

増設 RS 232 C コネクタキット 

- 

- 

- 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例 >1レーンニ ZSGbps 、 4レーン =10 Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数]:下のカードが接続可能。 


<例 > x 4 ソケットー x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

* 5枚]:九 b 実装する場合 （4 枚 U 内の場合でも隣り合うス□ット J ： が卜に実装の場合）は CT バス接続ケーブル 〔 K 410-109(00)] が 
必須。（ボード添付のケーブル長は4ス□、ソト分） 

* 搭載巧能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、□ングサイズの場合 312 mm まで。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作しまず。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 
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く SATA モデル> 





ス□ット 
(バス A) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス C) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス E) 





PCIe#l 

PCI-X#2 

PCIe#3 

PCIe#4 

PCI# 已 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 >1 

x4 

レーン 

64-bit/ 

100 MHz 

x8 

レーン 

xl 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

Full-Height 




PCI ボードタイプ >1 

x 4 ソケット 

3.3V 

x 8 ソケット 

x 4 ソケット 

已 V 




搭載可能なボードサイズ 

シヨ 

—卜 

□ング/シヨ 

—卜 


N 8 103-95 

SCSI コント□-ラ 

(力-ド性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8190-に6 

SCSI コント□ーラ 

(力-ド性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

SATA ディスクアレイ 
装置接続用 

N 8103-101 

ディスクアレイコント□-ラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大1枚まで 

N 8103 -103 

ディスクアレイコント□-ラ 
rQA 7/\9^ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大1枚まで 

N 8103 -102 

増設バッテリ （ N 8103-101用） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ （1 ch ) 
(力-ド性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8103 -8 1/86とあわせ 
て最大2枚まで 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力-ド性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード （2 ch ) 

(力-ド性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり1枚まで 
( AFT 時は、 PCI バス当 
たり最大2枚まで）ただ 

N 8104-に日 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

し、 N 81 04- 120はソス 
テム当たり最大2枚まで 

N 8104 -112 との混在不 
巧 

N 8104 -114 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -114 同±の 
Teaming ( AFT/AL 目巧 
当）は巧。その他の N に 
との Teaming ( AFT / 

ALB 巧当）は不可。 

N 8104-に1 

1000 BASE - T 接続ボード （2 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -1 に 

1000 BASE - SX 接続ボードにか） 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり最大1 
枚まで （ AFT 時は最大2 
枚まで） 

N 8104 -103/1 13との 
混在不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 

N 8105 -45 

グラフィックスアクセラレータ 
(力-ド性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大1枚まで 

N 8117-01 A 

増設 RS 232 C コネクタキット 

- 

- 

- 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。<例>1レーンニ 2.5 Gbps 、 4レーンニ1日 Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数 iU 下のカードが接続可能。 

く例 > x 4 ソケットー x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

* 5枚 U 上実装する場合 （4 枚 U 内の場合でも隣り合うス□ットかに実装の場合）は CT バス接続ケーブル 〔 K 410-109(00)] が 
必須。（ボード添がのケーブル長は4ス□、ソト分） 
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* 搭載巧能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、□ングサイズの場合 312 mm まで。 
* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 


RAID コント□ーラの取り付けについて 

じ(下の RAID コント□ーラをインス I -ールするために橫討すべきことを記載します。詳しくは 

RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

N 8103-101: SATA2 ディスクアレイコント□-ラ 

N 8103 -105 : SAS ディスクアレイコント日ーラ 

N 8103 -91 : SAS ディスクアレイコント日ーラ 

N 8103 -99 :ディスクアレイコント日ーラ (Och) 

参 インストールする RAID コント □ ーラの仕様にあった八ードディスクドライブとケーブ 
ルを用意してください。 

• 八ードディスクドライブの ID や終端設をを正しく設をしてしてください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルで必 
要となる台数分の八ードディスクドライブを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取りがけやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さ<なり 
ます。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラボードにリストアしてくださ 
し、リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、「ソフ 
トウエア編」を参照してください。 

• RAID の構築は適切な RAID コンフィグレーションユーティリティを使用してください。 
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• RAID コント□ーラボードに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態を装置前 
面の DISK アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをN8103- 
101/105ディスクアレイコント日ーラの場合は、マザーボード上の LED コネクタと 
RAID コント日ーラボード上のコネクタに接続してください (N 8103 -91 ディスクアレイ 
コント□-ラの場合は、マザーボード上の LED コネクタと N8154-1 1増設 HDD ケージじ 
接続してください)。 

詳しくは RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 
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- N 8103-105 



- N8154-11 増設 HDD ケージ 

N 8103 -91 実装時は N8154-11 増設 HDD ケージに LED コネクタを接続してくださ 
い。 


黒色のケーブルを接続 黒 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 9日ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


4. 



己.ボードの部品面を本体底面側に向け、ボードのリアパネルをフレームのバネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するよラしっかりと 
ボードを押し么む。 

□ングボードの場合は、本体前面側じあるガイドレールの溝にボードを合わせてか 
らス□、ソトに接続します。 


PCI ガイドレール 




，■〇 うまくボードを取り付け 5 れないときは、ボードをいったん取りがしてか 5 取 
量3 り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれ 
びありまずのでを意してください。 
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6. 本体を組み立てる。 

7. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
せに保守をイ衣頼してください。 

8. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは 161 ページをご覧ください。 


取り付け後の設定 

取りがけたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の目 I 0 S セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設をを変更しなければ ならない 場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設をしてください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のルさい順にス羊ャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に目 I 0 S ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号のルさ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 9己ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. ボードを取り外す。 

4. 本体を組み立てる。 

日.本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

目. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは 161 ページをご覧ください。 
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DIMM 


DIMM (Dual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタじ取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが6個あります。 


メモリは最大 24 G 目 （4 G 巨 X 6 枚）まで増設できます。 


• 鮮社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーテイ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障ずるおそ 
れびありまず（これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でち有料となりまず)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃びしてか5ポードを取り扱ってください。また、 
ポードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に対する注意については、94ぺージで説明し 
ていまず。 



本体前面 


また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が早くなります。 

増設順序 

DIMM の増設順唐を示します。 


実装げ況 

DIMM 番号 

標準実装時 

DIMM#A-1 と DIMM 祀 -1 

1 組増設時 

DIMM#A-2 と DIMM#B-2 

2 組増設時 

DIMM#A-3 と DIMM#B-3 
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オンラインスペアメモリ機能のメモリ搭載パターン 

オンラインスペアメモリ機能はメモリコント□ーラ配下のメモリが同一容量のメモリで統一 
されている場合のみ使用できます。 

また、オンラインスペアメモリはメモリコント□ー ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペア 
メモリを設ちします。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設をした場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一物理メモリ容量二論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一（物理メモリ容量/ 2 ) 二論理メモリ容量 

本装置でサポートしているメモリはじ(下のとおりです。 

- N 8102 -2 己 0 増設 1GB メモリ ： Single Rank 
-N8 102-251 t 曽設 2GB メモリ ： Dual Rank 
-N8 102-252 増設 4GB メモリ ： Dual Rank 

オンラインスペアメモリ機能を使用するにはじ(下の搭載パターンでメモリを搭載してくださ 
い。（オンラインスペアメモリ機能を有効じするためには BIOS セットアップにて設をが必要と 
なります （162 ページ参照)） 

メモリコント □ ーラ 0 配下の搭載パターン 



Group#! 
DIMM#A1 、 犯 1 

Group#2 
DIMM#A2 、 犯 2 

Group#3 
DIMM#A3 、 # 己 3 

物理メモリ 
容量合計 

論理メモリ 
容量合計 

パターン 1 

標準1 GB 

増設 1 GB 


2 GB 

1 GB 

パターン 2 

標準1 G 己 

増設 1 GB 

増設 1 GB 

3 G 己 

2 G 巨 

パターン 3 

増設 2 GB 

増設 2 GB 


4 G 己 

3 G 巨 

パターン 4 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

6 GB 

5 GB 

パターン已 

増設 4 G 己 

増設 4 GB 


8 GB 

6 GB 

パターン 6 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

12 GB 

10 GB 
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メモリコント□ーラから一番遠いメモリがスペアメモリとして予約されます。 

^ • Group #1 と Group #2( こメモリが搭載されている場合、 Group #2 がスぺ 

をェック I アメモリとなります。 

• Group #1，#2，#3 にメモリが搭載されている場合、 Group #3 がスペアメモ 

リとなります。 


メモリコント□ーラ1配下(こも同様の搭載パターンじて搭載ずることが可能でず。 

物理メモリ容量/論理メモリ容量は各コント□ーラ配下に搭載したパターンの合計となります。 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


5. 

6 . 


9己ページを参照して取り付けの準備をする。 

96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

左側面が上になるように本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 
冷却フアンを取り外す。 



DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左ちのレバーを開く。 

DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



ン DIMM の向き(こを意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 

区エック] の キーとキース□、ソ トがあります。 


W -0 無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれびあります。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

7. レバーを確実に閉じる。 












124 内蔵オプションの取り付け 


8. 本体を組み立てる。 

9. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については240ページを参照してください。 

1日. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （1 目2ページ参照)。 

11. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは161ページをご覧ください。 

12. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は33ぺージを参照してください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 0 で表示されるエ 

民ェック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低2枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をする。 


2. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

DIMM の□ックが解除されます。 


3. DIMM を取り外す。 



4. 本体を組み立てる。 

己.本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については240ページを参照してください。 


rAdvancedJ 乂ニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。八ード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは161ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は 、 rAdvancedJ メニユーの 「Memory 
Confi 呂 uration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは162ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は33ぺージを参照してください。 
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ダクト取り付け手順 


4 G 目増設メモリ、 8 G 目増設メモリを搭載する際はオプションのダクトの取り付けが必要とな 


ります。 

次の手順に従ってダクトを取り付けます。 


1. FAN 取り外す。 


2. FAN ガード固定ネジを外す。 


3. 手順2で取り外したネジ1個と増 
設メモリに添付されている FAN 
ガード固定用ネジ1個にてダクト 
固定用ブラケットを FAN ガード 
と共締めする。 






























































126 内蔵オプションの取り付け 


4. ダクトをメモリに添付のミリネジ 
でダクト固定ブラケットに固定す 
る。 


ダクト 
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プ □ セッヴ (CPU) 

標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ™ processor ） に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ日 
セ、ソサシステムで運用することができます。 



• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5 CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関ずる説明は94ページで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 辭社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードび故障ずる 
おそれびあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でち有料となります。 


CPU #2 
VR フアン用 
















































































128 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

次の手順にしたがって CPU を取りがけます。 


✓ SAS モデルの場合は HDD ケージによりヒートシンクのネジ部分が見えない状 
巨!^ 態になっておりますので、あ6かじめ HDD ケージと取りかしてか6作業をおこ 
なってください。 （137 ページ参照） 



HDD ケージ 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


9日ページを参照して取り付けの準備をする。 

96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

左側面が上になるよラに本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 
保護カバーを取り外す。 



取りがした保護カバーは大切に保管してくださし、。 


己.レバーを持ち上げる。 















































ハードウエア編 129 


6. プレートを持ち上げる。 




CPU の向き(こを意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止するためじ 
巨て巧！ CPU とソケットじはピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを 
確認して正しく取り付けてください。 







130 内蔵オプションの取り付け 


9. レノ（一を倒して CPU を固定する。 


10. ヒートシンクを CPU の上に置く。 


11. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジはたすきがけの順唐で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてくだ 
さい。 




12. ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、も 
う一度取り付け直してください。 

CPU び正しく取り付け5れていないとヒートシンクを水平に取り付け 
5れません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


13. 127ページを参照してフアンケーブルを接続してください。 
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14.「 Advanced 」 メニユーの fReset Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは161ページをご覧ください。 

1日. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ！ん b の CPU で運用する場 
合に(下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプ□セ、ソサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□セ、ソサ PC 」 に変更し、メッセージに 
従って再起動後、システムのアップデート （61 ページ）を行う。 


取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順11 
〜4の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項目を参照して 
ください）。 





• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びあります。ヒートシンクを取り外す際は、左ちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがありまず。 



CPU の取り外し（またはを換）後に次の手順を行ってください。 


1. SETUP を起動して 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(1 目日ページ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 [Processor Settings ] の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および L 2 CacheSize が正常になっていることを確認してくだ 
さい （160 ページ参照)。 

2. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは161ページをご覧ください。 











132 内蔵オプションの取り付け 


ファイルデバイス 

本体には、 DVD - RAM ドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバ 
イスを取り付けるス□、ソトがあります。増設ス□、ソトは標準の状態で2ス□、ソトあります。 


Peb 


• SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 

ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してください。 

• オプションの IDE デバイスを取り付ける （ IDE 接続）場合は、 DVD-ROM 
ドライブを増設スロット1に移動させ、オプションの IDE デバイスを 
DVD - ROM ドライブが実装されていたスロットに取り付けてください 
(134ぺージ参照)。 

- 標準装備の DVD - ROM ドライ义マスタ（出荷時の設を） 

- オプションの IDE デバイス：スレーブ 


ファイルべィ- 


増設ス□ット2 
増設ス□、ソト1 

CD-ROM 
ドライブ- 


?| 。〇。。。。。〇。。。。。。。。。。。。。。。う 

汾紙汾汾重 


.啜敬啜啜啜お 

000000000000 


の 


◎ ◎ 
© H 


9 。^^醫 6 


E) @ 




5.25 インチ 
デバイスベイ 
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取り付け 

次の手順に従ってファイルデバイスを取りがけます。ここでは標準装備のファイルベイを中ム 
に説明しています。八ードディスクドライブデバイス実装车ットについては、説明が異なる場 
合のみ併記しています。 

• SCSI 接続の場合 


1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取りがけるデバイスの設定は下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF* 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取りがけられていない場合は 
終端抵抗 ON に設定して < ださい。 


—"〇 SCSI デバイスを搭載ずる場 S ホ、 SCSI のび同じケーブルに接続されている 
■to 他の機器と重な5ないように設定してください。 


2. 9日ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 96ページと99ページを参照してレフトヴイドカバーとフ□ントマスクを取り外 
す。 


P 面 


ハードディスクドライブデバイスベイ変換キッドを取り付ける場合は、増設ス 
ロット2のダミーカバーも取り外してください。 


4. 増設ス □ッ ト1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して取 
り外す。 


I 。。〇。。。。。。。。。〇。。。。。。。。。。 




〇 111111111 ° 

1=^ 


の 〇 

.)◎ ◎ 

(§)©(§) 

© 圆 



W -0 取りタルた夕’ミーカバーは大切に保管してくださし、。 


0.0.0 〇〇 0.0.0 〇〇 0.0 (gl 

滋纖獨殺親 


〇ぶ。0ぶ。0ぶ。。ぶがぶぶ 






































134 内蔵オプシヨンの取りがけ 


日.取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 


6. 左ちのリリースタブを押しながら 
増設ス□ット1にデバイスをゆつ 
くりと差し込む。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 




7. 装置側面から取り付けた日.2日インチデバイスにインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 

8. 本体を組み立てる。 

9. SCSI コント□ーラの BI 日 S ユーテイリテイを使って転送速度などの設定をする。 


詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

10. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインストールする。 

詳しくはデバイスじ添付の説明書を参照してください。 


• IDE 接続の場合 

1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取り付けるデバイスの設をは W 下のとおりです。 


デバイス 

設定 

IDE デバイス 

終端抵抗 OFF 


2. 9日ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 96ページと99ページを参照してレフトヴイドカバーとフ□ントマスクを取り外 
す。 

4. 標準装備の DVD - R 日 M ドライブとデバイスベイに搭載しているデバイスからすべ 
てのケーブルを取り外す。 
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日.左ちのリリースタブを押しながら 
標準装備されている DVD-ROM 
ドライブを取り外す。 


6. 取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 


7. 左ちのリリースタブを押しながら 
CD - R 日 M が入っていたス□ット 
にデバイスをゆっくりと差し込 
む。 


r カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 





8. 増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して夕' 
ミーカバーを取り外す。 



wO 取りタルたダミーカバーは大切に保管してくださし、。 






































136 内蔵オプションの取り付け 


9. 左ちのリリースタブを押しながら 
DVD - ROM ドライブを増設ス 
□ット1にゆっくりと差し込む。 



r カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 


10. 装置 側面から取り付けた日.2日インチデバイスにインタフェースケーブルと 電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 

11. 本体を組み立てる。 

12. IDE コント□-ラの BI 日 S ユーテイリテイを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは IDE コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

13. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインストールする。 

詳し<はデパイスに添付の説明書を参照して<ださい。 


取り外し 


ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、ダミーカバーを取り付けてください。 
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増設 HDD ケージ 

N 8 154-09 増設 HDD ケージ似降、 「 HDD ケージ」と呼ぶ）は、4台の SATA 八ードディスク 
ドライブでディスクアレイを構築することができる専用のケージで、本装置の運用中（電源 
ON 中）に八ードディスクドライブの取り付け/取り外し/交換ができる「ホットスワップ」機 
能を提供します。 


取り付け 


次の手順に従って HDD ケージを取りがけます。 


1 . 9己ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 96ページを参照してレフトヴイ 
ドカバーを取り外し、フ□ントマ 
スクを開<。 



3. A - ドディスクドライブをすでに搭載している場合は、 A - ドディスクドライブに 
接続しているインタフ I ースケーブルと電源ケーブルを外す。 


4. 本体前面からドライブキャリアを 
固定しているネジ2本を外す。 


己.つまみを持ち、ドライブキャリア 
を引を抜く。 

6. 同様に残りの3つのドライブキャ 
リアを引き抜く。 




























































7. HDD ケージを図に示す向きに 
持つて本体へゆつくりと差し込 
む。 



8. 手順4〜目で取り外したネジ （4 
本）で本体に固定する。 


■ 


取りがしたドライブキャリアやをったネジは大切に保管してくださし、。 


I チェッ^ 


取りがける装置(こよってネジの位置が異なります。図を参照して本体に HDD 
ケージを確実に固定してください。 


9. フ□ントマスクを閉じる。 



138 内蔵オプションの取り付け 
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10. 本体の底面についているスタビラ 
イヴ （4 個）を内側に折り置む。 



11. ち側のカバーが底面を向くよラに 
して本体を横置さにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



12. ディスクアレイコント□ーラが本体に実装されていることを確認する。実装されて 
いない場合は、ディスクアレイコント□ーラを実装する。 


ディスクアレイコント□-ラの取りがけ方法(こついては、52ぺージを参照して 
区エック I ください。 


13. 下の図を参照して、 SATA ケーブル ( HDD ケージに添付)、 I 2 C ケーブル、電源 
ケーブルを接続する。 


電源ケーブル 
(4 ピンコネクタ） 


SATA ケーブル 








































140 内蔵オプシヨンの取りがけ 


14. SATA ケーブルを RAID ボード ( SATA ) に接続する。 

SATA ケーブルじは接続先のチャネル番号を示すラベルが貼り付けられています。 
ラベルの番号と同じポート（コネクタ）に接続します。 




図は N 8103-101 のオプション RAID ボードの場合を示しています。 

ボードによってはコネクタの配置やチャネル番号の割り当てが異なります。 
詳しくはボードに添付のユーザーズガイドを参照してください。 



1己.取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 


16. 装置を立て、フ□ントマスクを開く。 

17. SATA ホットプラグ八ードディス 
クドライブを HDD ケージに取り 
付ける。 

A — ドディスクドライブのトレー 
にある八ンドルを完全に開いた状 
態にして、 HDD ケージの奥に突き 
当てるまで差し) A みます。 

差し込み終えたらレバーを閉じて 
固定しまず （ r カチ、ソ」と音がして 
□、ソクされます)。 



wO 轉社び推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


図を参照して八ードディスクドライブ（トレー）の向きを確認してか6差し込 
巨て巧！ んで<ださい。またレバーを閉じた際(こレバーのフックが HDD ケージのフレー 
ムに引っかかっていることを確認してください。 
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Peb 


HDD ケージの上側3つのスロットにはハードディスクドライブを搭載していな 
いハードディスクドライブトレーが取り付けられています。2台目必降のハー 
ドディスクドライブを取り付ける場合は、ハードディスクドライブトレーを取 
り外してから取り付けてください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい0 


ドライブ车ャリアは、八ンドル部にある緑色のタブを押して八ンドルを手前に止ま 
るまで開くと HDD トレーから解除されます。 

トレーと八ンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取りがけて<だ 
さい。 


W -0 本体の電源び ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
圍3 スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


18. フ□ントマスクを閉じる。 


取り外し 

HDD ケージは「取り付け」と逆の手順で取り外すことができます。 
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ヶーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタ フエー スケーブル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 




ここで示す図は接続を中ん、として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


J \- ドディスクドライブの増設 

八ードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。 

• SAS モデルの場合 

ハードディスクドライブを増設した場合は、次の國のとおりにケーブルを接続します。 
八ードディスクドライブは下から順に取りがけてください。 


日.25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル SAS ケーブル 
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• シリアル ATA モデルの場合 

八ードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。 
八ードディスクドライブは下から順に取り付けてください。 



• シリアル ATA モデルに N 81日 4-09 を実装した場合 

N 8 154-09 を増設した場合は、次の図のとおりじケーブルを接続します。八ードディスク 
ドライブは下から順に取り付けてください。 



己25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル 


K 410-148(00) ケーブル 
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N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラ(内蔵 SAS HDD 用)との接続 

SASA - ドディスクドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□-ラ ( SAS ) と接 
続し、 SAS 八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にすることができます。サポート 
している RAID 構成は、 RAID 0 (スト ライピング）と RAID 1 (ミラーリング）、 RAID 5 (スト ラ 
イピング十パリティ）です。異なるインタフェースを持つ八ードディスクドライブの混載はで 
きません。また、口 sk 増設ユニ、ソトを N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラに接続ずること 
はできません。 

- RAIDO (ストライピング） 


八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を「ス 
トライピング」と呼びます。搭載している八ードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことにより八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 


• データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 
ためアレイを構成している八ードディスクドライブび1台でも故障する 
とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


- RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障しても、もう片方の正 
常な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なりまず。 


- RAID 日(ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより3台じ(上の八ードディスクドライブに分散してデータを記録しま 
す。またストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクドライブに分 
散して記録されます。ディスクは冗長性を持つています。 



• データを3台 m 上の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトして 
いるため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存ずるため、3台 m 上の八ードディスクドライブの 
総容量より若干容量び少なくなります。 
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ディスクアレイを構築するには RAIDO、RAID1 は2台、 RAID5 は3台の八ードディスクドライ 
ブが必要です。 



5.2 日インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル こ^2 SAS ケーブル 


ディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵八ードディスクドライブに接続した場合は、八一 
ドディスクドライブのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブルをマザー 
ボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□ーラに接続してください。ディスクの状態 
(ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など）はディスクアレイコント□ーラ用の 
ユーティリティ 「MegaRAID Storage Manager」 から確認します。 MegaRAID Storage Man¬ 
ager はディスクアレイ コント □ー ラに添付のユー ティ リティです。 
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N 8103-101ディスクアレイコント□-ラ ( SATA 2) との接続 

シリアル ATA 八ードディスクドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□ーラ 
(SATA2) にも接続することができます。ディスクアレイコント□ーラ （SATA 2) は、デー 
夕の信頼性を向上させるために用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID0 と RAID1 、 
RAID5 の RAID レベルをサポートしています。 


- RAID 0 (ストライピング) 


八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を「ス 
トライピング」と呼びます。搭載している八ードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことにより八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 


W -0 • データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 

ためアレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障する 
とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


- RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方まを「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときじ同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障しても、もう片方の正 
常な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


- RAID 日(ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより3台ム(上の八ードディスクドライブに分散してデータを記録しま 
す。またストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクドライブじ分 
散して記録されます。ディスクは冗長性を持つています。 


• データを3台 m 上の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトして 
いるため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存ずるため、3台 m 上の八ードディスクドライブの 
総容量より若干容量び少なくなりまず。 


ディスクアレイを構築するには最低2台の八ードディスクドライブが必要です。また、接続に 
使用するインタフェースケーブルはディスクアレイコント□ーラ （SATA2) に添付のケーブル 
を使用します。八ードディスクドライブに接続していたケーブルは取り外して、大切に保管し 
ておいてください。 
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j \- ドディスクドライブは同じ容量および性能のものを使用してください。 


• 標準装備の場合 



IDE ケーブル SATA 2 ケーブル 


• 増設 HDD ケージを使用した場合 



IDE ケーブル SATA 2 ケーブル 


己25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 
(オプション) 


内蔵八ードディスクドライブのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブル 
をマザーボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□ーラ （SATA2) じ接続してくだ 
さい。ディスクの状態（ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など）はディスクアレ 
イコント□—ラ ( SATA2) 用のユーティリティ 「Web-based Promise Array Manager」 か 
ら確認します。ユーティリティはディスクアレイコント□-ラ （SATA2) に添付のユーティ 
リティです。 
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5.25 インチデバイスの接続 

5.25 インチデバイスベイには SCSI デバイスと IDE デバイスを搭載することができます。 

SCSI デバイスを搭載する場台 

接続に使用する SCSI コント□ーラと SCSI ケーブルは別売です。別売の SCSI ケーブル (K410- 
68A(00)) に SCS 暇続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 5.25 インチ 
デバイスの終端の設をを無効じしてください。 

• SAS モデルの場合 



日.25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル— SCSI ケーブル 1= SAS ケーブル 


• SATA モデルの場合 



IDE ケーブル — SCSI ケーブル SATA ケーブル 
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IDE デバイスを搭載ずる場合 

接続に使用する IDE コント□-ラと IDE ケーブルは別売です。 

参 SAS モデルの場合 



日.25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル r-M-n SAS ケーブル 


• SATA モデルの場合 



IDE ケーブル SATA ケーブル 
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電源ケーブル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブルじ(外は本装置では使用しません。 

• SAS モデルの場合 



P8 

P3 

P4 


P にと P13 


電源ケーブル 


未使用コネクタ 


• SATA モデルの場合 



P8 

P3 

P4 


P10 

P11 

ドに 

P13 


電源ケーブル 


未使用コネクタ 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System (BIOS) の設を方まについて説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 



SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
要びできます。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場台、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、く Esc> 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP or Press く F12> to boot 
from Network 


ここでく F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニユー画面を表示します。 

じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter passwordC J 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 




パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます 。 r Used では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューがあることを示ず 


設定項 


現在表示しているメニューを示す 




System Management 
Console Redirection 

► Event Log Configuration 

> Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

FRB-2 PoLicy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause; 

AC-LINK: 

Power On Delay Time: 
Platform Event FiLtering: 


CEnabLed] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
: Disabled ： 
[Retry 3 Times] 
CEnabLed] 

[IRQ 11] 
CEnabLed] 

[Last State] 

: 0： 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 
features. 


^ オンラインヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


n カーソル羊一 ( t . i ) 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ カーソルキー（^、一） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter〉 丰一 


選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 


□ <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 


n <F1>+- 


SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> 羊一を押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ く F9> 羊一 


現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 


n く Fio > 羊一 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を W します。 


日付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

rMain 」 一 fSystem Time 」 （時刻の設を） 
rMain 」 一 fSystem Date 」 （日がの設を） 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


八ードディスクドライブ関連 


A - ドディスクドライブの状態を確認する 

rMain 」 一 f Primary IDE Master 」 一表示を確認する 

SATA 八ードディスクドライブで SW RAID (オンボード）を構築する 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 一 
rEnhancedJ を設定:し 、 fAdvancedJ 「1/0 Device Configuration 」 一 |"SATA RAID 」 
一 「 Enabled 」 一 RAID のコンフィグレーシヨンを行う 

两"〇 「Load Setup Defaults 」 や CMOS クリアを行った場合は必ず、 Enabled 」 
■M に設定を戻してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディ 
スクドライブのデータび壊れる場合びあります。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Stay Off 」 

- Power スイ、ソチを使って OFF にした樹ま、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 


「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Last State 」 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 起動順唐を設をする 

コンソール端末か5制御する 

「 Server 」 ^ [Console Redirection 」 一それぞれの設定:をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下國のよう 
に対応しています。 



CPU #1 


CPU #2 


本体背面 


マザーボード 


本体前面 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動す 
るとクリアされる 


メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

「 Advanced 」 一 fMemory Configuration 」 一 「Extended RAM Step 」 一 riMB 」 一再 
起動すると詳細テストを実行する 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

FMainJ [Processor Settings」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよ 
うに対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Processor Settings」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 一 「Off (起動時に無効 ） /On (起動時に有効)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 「Clear all Event Logs」 一 <Ente「> 羊一を 
押して 「Yes」 を選択するとクリアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

["Security」 一 l"Set User Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor） 、ューザーパスワード （User） の順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に巧する設定をする 

rAdvanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの機器に対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


ディスクアレイコント□ーラボードまたは SCSI コント□ーラなどを取り付ける 

rAdvanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM(ri: ス□、ソト番号)」一 
「Enabled」 

J \- ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 
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設定内容のセーブ関連 


W-0 本体標準装備の HostRAID を使用してシリアル ATAA — ドディスクドライブ 
をディスクアレイで使用している場合は必ず 、 rAdvancedJ メニユーの 
「Peripheral ConfigurationJ -► I^SATA Controller Mode 
Option 」 をに 1 ホ 311 〇目 (11 に設定し 、 rAdvanced J メニューの 
「Peripheral Configuration」-•TSATA RAID Enable 」 をに nablecU 
に 設定してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディス 
クドライブのデータび壊れる場合びありまず。 


BIOS の設定内容を保存して終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を保巧する 

「Exit」 一 「Save Changes」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

参 Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


Advanc 



System Time: 

[ 压 1:22:32] 

Item Specific Help 


System Date: 

[05/23/2005 ： 

<Tab>, く Shift - Tab>, or 

Hard Disk Pre-DeLay: 

CDisabLed] 

<Enter> selects field. 

► Primary IDE Master 

[ 如 000 MB SATAI ： 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US)] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System i.ime 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

POST 中(こ初めて内蔵の DE 八ードディスク 


3 Seconds 

ドライブ(こアクセスする際に八ードディス 


6 Seconds 

クドライブの準備のための待ち時間を設定 


9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

します。 

Primary IDE Master 

— 

それぞれのチャネルに接続されているデバ 

Primary IDE Slave 


イスのタイプを表示します。 

Secondary IDE Master 


シリアル ATA じ八ードディスクドライブを 1 

Secondary IDE Slave 


台のみ接続した場合、デバイスの情報は 
Primary IDE のエリア(こ表示されます。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

サブメニューを表示します。次ページを参 
照してください。 

Language 

正 nglish(US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 化荷時の設定 


W "0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1〇た〜3己 °C . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Processor Settings 

Main メニユーで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Main 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Retest : 

r[J|S|i 


Select 'Yes' , BIOS wiLL 

Processor 

Speed Setting: 

3 GHz 


clear historical 





processor status and 

Processor 

1 CPUID : 

0F34 


retest aLL processors 

Processor 

1 L2 Cache : 

1024 KB 


on next boot. 

Processor 

2 CPUID : 

0F34 



Processor 

2 L2 Cache : 

1024 KB 



Execute Disable Bit : 

[Disabled] 



InteL(R) VirtuaLization Tech : 

[Di sabLed] 



FI Help 

t i Select Item 

-/ + Change 

Values 

F9 Setup Defaults 

Esc Exit 

* -- Select Menu 

Enter Select 

► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサのエラー情報をクリアし、次回 
起動時 ( こすべてのプ □ セ、ソサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
時に自動的に「 N0 」に切り替わります。 

Processor Speed Setting 

mm MHz 

プ □ セ、ソサの動作周波数を表示します（表 
示のみ）。 

Processor 1 CPU ID 


数値の場合はプ □ セ、ソサ 1 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け 6 れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ 1 のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 


数値の場合はプ □ セッサ 2 の D を示します。 
[DisabledJ はプ □ セ、ソサの故障、 「 N 饥 

Ins ね lied 」 は取りがけ 6 れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ 2 のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Enabled 

[Disabled] 

Excute Disable Bit 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel(R) Virtualization Tech 

[Disabled] 

Enabled 

インテルプ □ セ、ソサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory Cormguration 

► PCI Configuration 

► PenpheraL Configuration 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Configuration 

— 

サブメニューを表示します。次ページを参 
照してください。 

PCI Configuration 

■ 

サブメニューを表示します。 163 ページを参 
照してください。 

Peripheral Configuration 

— 

サブメニューを表示します。 16 己ぺージを参 
照してください。 

Advanced Chipset Control 

■ 

サブメニューを表示します。 167 ぺージを参 
照してください。 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

起動時の自己彭断 （ POST ) の実行画面を表 
示させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 □ ゴが表示されます。（ここで <Esc> 
キーを押すと POST の実巧画面(こ切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。システムの起動後にこのパ 
ラメータは「 N0 」（こ切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off] 

システム起動時 ( こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST 中にメモリや CPU のエラーをネ矣化したと 
きに POST を中断するかどうかを設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Memory ConTiguration 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 601 KB 

Extended Memory: 1047040 KB 

DIMM Group #1 Status : Normal 

DIMM Group #2 Status : Normal 

DIMM Group #3 Status : Normal 

Memory Retest: [No] 

Extended RAM Step: [DisabLed] 

Sparing: 

Determines which type 

of tests wiLL be 

performed on 
extended memory 
(above IM). 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します。 

Extended Memory 


OS で使用可能なメモリの総容量を表示しま 
す（表示のみ)。 

DIMM Group #1 Status 
DIMM Group #2 Status 
DIMM Group #3 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「 N 饥 Installed 」 はメモリが取りがけ6れて 
いないことを示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のようじ対応して 
います。 

Group #1 : DIMM # A -1 、祀 -1 

Group #2 : DIMM # A -2、 祀 -2 

Group #3 : DIMM # A -3、 祀 -3 
なお、本装置に搭載される D I M M はイン 
ターリーブタイプのため2枚で1組として構 
成されています。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM (こ対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動時(こ自動的 
じ 「 No 」 （こ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every location 
[ Disabled ] 

拡張メモリに対するテストを実行するかど 
うか、および実行する際のブ□ックサイズ 
を設定します。 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

Additional setup 

► Onboard LAN 


menus to configure 



onboard Video 

PCI Slot 1Option ROM 

CEnabLed] 

controLLer. 

PCI Slot 2 Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

CEnabLed] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-5 Option POM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□、ソト(こ接続されているデバイス 
(ボード）に搭載されている目 IOS の有効/無 
効を設定するサブメニューを表示します。 
グラフィ、ソクスアクセラレータボードを取 
りがける際や、取り付けようとしている 
ディスクアレイコント□—ラおよび SCSI コ 
ント □ ーラなどに 0 S がインストールされて 
いる八ードディスクドライブを接続する際 
にはそのス□ットを 「 Enabled 」 に設定して 
ください。オプション ROM 目 IOS を搭載し 
た LAN コント□ーラボードを使用していて、 
このボードか6ネットワークブートをしな 
いときは 「 Disabled 」 にしてください。オプ 
ション ROM の展開を無効にすることにより、 
メモリの消費を防ぎ、起動時間を短縮させ 
ることができます。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard Video Controller 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

On board VGA 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Option ROM Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的(こするかを選択 
します。 


[]： 化荷時の設定 
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Onboard LAN 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 
の有効/無効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ1 
の BIOS の展開の有効/無効を設定すします。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ2 
の BIOS の展開の有効/無効を設定すします。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Connguration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく£が6「>车一を押すとサブメニュー 
が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 



Configure serial Port A 

Base I/O address 


[3F8] 

using options : 

Interrupt: 


[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 


[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address 


[2F8] 

No configuration 

Interrupt: 


[IRQ 3] 

[EnabLed] 

USB 2.0 ControLLer 


[Enabled] 

User conTiguration 

ParaLLeL ATA: 


[Enabled] 


Serial ATA: 


[Enabled] 


SATA ControLLer Mode Option: 

[CompatibLe] 


SATA AHCI: 


[Disabled ： 


SATA RAID: 


[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


wO 割り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設 
定した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使用するかどうかを指定 
します。 

Base I/O Adress 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A じ割り当てる割り込みを指 
定します。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目を使用するかどうかを指定 
します。 

Base I/O Adress 

3 F 8 
に F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目(こ割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目(こ割り当てる割り込みを指 
定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 機器の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレル ATA の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

「Serial ATA 」 の設定を有効にしている場合 
(こ機能します。 

マザーボード上のシリアル ATA コント□一 
ラの動作モードオプションを選択します。 
「 Compatible 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的にお出後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的(こお化後、ネイ 
ティブ IDES - ドで八ードディスクドライブ 
を制御します。 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

Enabled 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合に機能します。 
SATA AHCI の有効/無効を設定します。 

SATA RAID 

[ Disabled ] 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 （こしている場合(こ機能します。 
オンボード上の SATA コント□ーラを使った 
八ードディスクドライブの RAID (ディスク 
アレイ）の有効/無効を設定します。 

を：異なる設定で SATA 八ードディスクドラ 
イブか6起動するとデータが壊れるお 
それがあります。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< — >■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディア(こ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

[ Disabled ] 

Enable 

Intel ( R ) I/O Acceleration Technology 機能 
の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリア ルポー トを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックを利用したスケ 
ジューリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 



• Wake On LAN/PME、Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本 
体への AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステ 
ム起動には Wake OnLAN/PME、Wake On Rin 呂機能を利用すること 
びできません。 POWER スイッチを押下してシステムを起動してくださ 
し、。 AC 電源の供給を停止した場合、次回の DC 電源の供給までは電源管 
理チップ上の Wake On LAN/PME、Wake On Rin 呂機能び有効となり 
ません。 

• Windows Server 2003オペレーテイングシステムでの使用について 
は4章の「トラブルシューテイング (Windows Server 2003につし、て 
)」 （2 己目ぺージ）を参照してください。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Security 


Supervisor Password Is: 


Item Specific Help 

Clear 

Supervisor Password 

User Password Is: 

Set Supervisor Password: 

Set User Password: 

cfSBBEH] 

[Enter] 

controls access to the 
setup utiLity. 

Password on boot: 

[DisabLed] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[DisabLed] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/ + 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定でをません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、保守ヴービス会社までお問い合せ 
<ださい。 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

User Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で 
□グオンしたときのみ設定できます。 

Set User Password * 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わない 
の設定をします。先(こスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーがブートしていると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

八ードディスクドライブのブートセクタへ 
の書き込みを許巧するか禁止するかどうか 
を設定します。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイ、ソチ機能の有効/無効を設定しま 
す。 


に etSupervisor Password」 でパスワードを登録したとき(こ指定できます。 

[]: 化荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log ConTiguration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

features- 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

CDisabLed] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 Times] 


ThermaL Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power On Delay Time: 

: 0] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 


サブメニューを表示します。172ぺージを参 
照してください。 

Console Redirection 


サブメニューを表示します。173ページを参 
照してください。 

Event Log Configuration 


サブメニューを表示します。174ページを参 
照してください。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times] 

FRB レベル2のタイマーに関する設定をしま 
す。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 Minutes か 6 

60 Minutes の日分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしてください。 ESMPR0/ 

ServerAgent をインストールしていない 0S 
か6起動する場合(こは、この機能を無効(こ 
してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] (こ設定すると、タイムアウ 
卜の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起 
動を3回まで試行します。 

[Retry Service Boot ] (こ設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし 、 OS 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティシヨン*か6起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] (こ設定すると、タイムアウ 
卜発生後(こ OS 起動を常(こ試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効(こすると、温度の異常をお化した 
場合(こ POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中(こエラーが発生した際に 

POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下記参照)。 

Power On Delay Time 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒か6 
255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「Power On 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event 刊 tering 

Disabled 

[ Enabled ] 

EXPRESSSCOPE エンジンの通報機能が設 
定されている場合は、意巧を持ちません。 


[]： 化荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本体の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を下 
の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒]:上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 


P 面 


UPS を接続している場合は 「 PowerOn 」 に設をします。 

UPS に接続している場合も10秒に Lb 経過してから ON になるようにスケジュー 
リ ングの設をを してくださし、。 
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System Management 

Server メニューで l"System Management」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

xxxx 


ALL items on this menu 

cannot be modified in 

Board Part Number: 

Board Serial Number: 

System Part Number: 

System Serial Number: 

856-125879-001 

000000001234 

[N 8100 -1173] 

1234567 


user mode. If any 
items require changes, 
please consult your 
system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

856-060705-001 



Chassis Serial Number: 

04 



Onboard LAN1 MAC Address: 

00-14—85—F5—84—FO 



Onboard LAN2 MAC Address: 

00-14-85-F5-84-F1 



Management LAN MAC Address: 

00-14-85-F5-84-C7 



BMC Device ID: 

30 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

00.27 



SDR Revision: 

00.04 ^ 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ---* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください（すべて表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

B の S のパージョンを表示します康示のみ)。 

Board Part Number 


マザーボードの部品番号を表示します(表示 
のみ)。 

Board Serial Number 


マザーボードのシリアル番号を表示します （ 
表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します(表示のみ)。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します(表示のみ)。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します(表示 
のみ)。 

On board LAN 1 MAC 
Address 


オンボード上のネットワークコント□ーラ1 
の MAC Address を表示します(表示のみ)。 

On board LAN 2 MAC 
Address 


オンボード上のネットワークコント□ーラ2 
の MAC Address を表示します(表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 


マネージメントコント□ーラ上のネット 
ワークコント□ーラの MAC Address を表示 
します(表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC(Baseboard Management Controller ) 

のデバイス D を表示します(表示のみ)。 

BMC Device Revision 


BMC(Baseboard Management Controller ) 
デバイスのレビジョンを表示します(表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


BMC(Baseboard Management Controller ) 
ファームウェアのレビジョンを表示します （ 
表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

SDR ( Senso「Data Record ) のレビジョンを 
表示します(表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示します(表示のみ)。 
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Console Redirection 

Server メニューで [Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、 U 下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

ACPI Redirection Port: [DisabLed] 

Baud Rate: [19-2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: CVTIOO+n 

Remote Console Reset : [DisabLed] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" compLeteLy 

disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端ホが接締されているシリアル 
ポートを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

OS 動作中(こ使用するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端ホとの通信速度（ボーレート） 

を設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

夕ーミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端ホからリセ、ソトコマンドの有 
効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 



















174 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


EventLog Configuration 

Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear aLL Event Logs: 

The system event Log 
wiLL be cleared if 

selecting "Yes". 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 
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Boot 

カーソルを「巨〇饥」の位置に移動させると、起動順位を設定する巨 oot メニューが表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


1 

USB CDR0M: 

Item Specific Help 

2 

IDE CD: MATSHITATADVD-ROM SR-8589-(S 


3 

USB FDC: 

Keys used to view or 

4 

USB KEY: 

configure devices: 

5 

IDE HDD: WDC WD800JD-19LSA0-(S1) 

Up and Down arrows 

6 

IDE SCSI: 

select a device. 

7 

PCI BEV: IBA GE Slot 0700 v0007 

<+> and <-> moves 

8 


the device up or down. 


USB HDD: 

<x> exclude or include 


PCI BEV: IBA GE Slot 0701 v0007 

the device to boot. 



<Shift + 1> enables or 



disables a device. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 


システムは起動時 I ここのメニューで設をした順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


く t >车 一/<1 >羊 一、 <十>羊 一/く 一>车一で起動デバイスの優先順位を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >羊 一/<レ 羊一で移動させ、く十>羊 一 /<— > 丰一で優先順位を変更 
できます。 


ii"0 EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示す順番に設定してくださ 
ira い。 
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Exit 

カーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

• Exit Savin 呂 Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認の画面が表示 
されます。ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して 
SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時じこの項目 
を選択します。 次に に ave before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 FNoJ を選 
択すると、変更した内容を保をしないで SETUP を終了し、ブートへと進みまず。 「 Yes 」 を 
選択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、システムは自動的 
にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 「 Yes 」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 


このオプシヨンを実巧ずると、 「 Advanced 」 の 「Peripheral Configuration 」 
メニユーの rSATA RAID Enabled 」 び 「 Disabled 」 に設定されます 。 SATA 
内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。 
設定を変更せずに再起動ずると八ードディスクドライブのデータを壊すおそ 
れびありまず。 


Peb 


「SATA RAID Enabled 」 メニユーを表示させるには、 「 Advanced 」 メニユーの 
「Peripheral Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を fEnhancedJ 
に設をしてください。 
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• Load Custom Default 

このメニューを選択してく [が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を 
□ー ドします。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 

• Save Custom Default 

このメニューを選択して<£が6「>车一を押すと、現在設定しているパラメータをカスタム 
デフォルト値として保をします。保をされると 、 Load Custom Defaults メニューが現れ 
まず。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動する前の設定に戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 




178 リセットとクリア 


■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
车一を押してください。リセットを実行します。 


wO リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいまず。八ングアップしたとき杉がでリセットを行うときは、本装置びなに 
ち処理していないことを確認して<ださい。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモ y のク y ア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーション 
ジャンパスイッチを操作して行います。 



• CMOS メモリの内容をクリアずると BIOS セットアップユーティリティ 
の設定内容びすべてデフォルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンノ の設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となります。 

• CMOS メモリの内容をクリアずると 、 BIOS SETUP ユーティリティの 
「 Advanced 」 の 「Peripheral Configuration 」 メニューの TSATA 
RAID 」 び 「 Disabled 」 に設定されまず。 SATA 内蔵八ードディスクド 
ライブをディスクアレイで使用している場合は、 CMOS メモリのクリア 
後 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を 「 Enabled 」 
に変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せずに起動ずると 
J \- ドディスクドライブのデータを壊ずおそれびありまず。 




「SATA RAID 」 メ ニユーを表示させるには 、 [AdvancedJ メニユーの 「 Peripheral 
Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を f Enhanced J に設定!し 
てくださし、。 



マザーボード 
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夕じクリアする方法を示します。 



警告 


爪瓜 

A® 
咳戀 

C 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さ なし、 

• プラグを巧かずに取り扱わない 



A を意 



A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 
参高温ま意 


W "0 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
置3 どに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端モ部分を素手で触5ないでください。静電気に関する説明は94ぺージ 
で詳しく説明しています。 


1 . 9己ページを参照して準備をする。 

2. 96ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

W -0 • 本体のジャンノ くピン1 -2 に付いているクリップを使用してください。 

胃^ • クリップをなくさないようま意してください。 

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

日.本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

6. P 日 ST 中にく F 2> キーを押して BI 日 S セットアップユーテイリテイを起動して設定 
し直す。 















ハードウエア編 181 


割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出)荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

3 

COM2 

4 

COM1 

己 

PCI 

8 

リアルタイムク□ック 

9 

APCI 

10 

PCI 

11 

BMC 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

14 

プライマリ DE チヤンネル 

16 

PCI 

24 

PCI 


• I/O ポートアドレス 


アドレス"^1 

使用チップ^^ 2 

00 -1F 

DMA コント□ーラ 

20 - 2D 

割リジ^みコント□ーラ 

2E -2F 

スーパー I/O コンフイグレーシヨン 

30-31 

割リジ^みコント□—ラ 

34 - 35 

割リジ^みコント□ーラ 

38-39 

割リジ^みコント□ーラ 

3C - 3D 

割り込みコント□—ラ 

40-43 

タイマ/コント□ーラ 

4E -4F 

スーパー I/O コンフイグレーシヨン 

50 - 53 

タイマ/カウンタ 

61 

NMI 

62 

LPCIJ ザーブ 

63 

NMI 

70 - 77 

NMI/IJ アルタイムク□ック 

80-91 

DMA コント□ーラ 

92 

ポート 92 

93 - 9F 

DMA コント□ーラ 

A0 -A1 

割り} A みコント□ーラ 

A4 -A 己 

割り} A みコント□ーラ 

A8 -A9 

割り} A みコント□ーラ 

AC -AD 

割り} A みコント□ーラ 
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アドレス 

使用チップ 

B 0- B 1 

割り} A みコント□ーラ 

B 2- B 3 

アドバンスドパワーマネージメント 

B 4- B 己 

割り込みコント□ーラ 

B 8- B 9 

割り込みコント□ーラ 

BC - BD 

割り込みコント□ーラ 

C 0- DF 

DMA コント□-ラ 

F 0 

コプ□セ、ソサーエラー 

F 1 -FF 

論理デバイスコンフィグレーション 

170 -177 

DE セカンダリバスコント□-ラ 

1 F 0 -1 F 7 

DE プライマリバスコント□-ラ 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート2 

376 

DE セカンダリバスコント□-ラ 

3 F 0 -3 F 己 

フ□、ソピーディスクドライブ1 

3 F 6 

IDE プライマリバスコント□-ラ 

4 D 0 -4 D 1 

割り込みコント□ーラ 

CA 2- CA 3 

BMC SMS インタフェース 

CA 4- CA 己 

BMC SMS インタフェース 

CF 8- CFB 

PCI コンフィグレーションアドレス/リセ、ソトコント□-ルに F 9) 

CFC - CFF 

PCI コンフィグレーションデータ 


*1 16進数で表記しています。 

で PCI デバイスの I/O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数(こよって任意に設定されま 


す。 
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Setup Utility 

ここでは、本製品のコンフィグレーシヨンツール、 LSI Logic Software RAID Setup Utility じ 
ついて説明します。このユーティリティは、 LSI Logic Software RAID に常駐するため、その 
操作は 0 S からは独立しています。 




本ディスクアレイコントローラのコンフィグ レーシヨ ンユーティリティは本 
体装置でサポートしている DianaScope のリモートコンソール機能では動作し 
ません 0 


Setup Utility の起動 


LSI Logic Software RAID Setup Utility の起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、忙 SC] キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

2. P 日 ST 画面で、下の表示を確認したら、く CTRL >+ く M > キーまたはく Enter > キー 
を押す。 

LSI Logic Software RAID Setup Utility が起動します。 


LSI Logic SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 
LSI Logic MPT RAID Found at PCI Bas No:xx Dev No:xx 
Seaming for port 00 Responding xxxxxxxx xxxxMB 
Standard FW xxx DRAM 二に 8IVB(SDRAM) 

XX Logical drive(s) Configured 

Press <Ctrl><M> to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


「 Control - M 」 をクリックしてください。 

区エック] LSI Logic Software RAID Setup Utility が起動します。 
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LSI Logic Software RAID Configuration Utility TOP メニユ ー （Management Menu ) 画面 

LSI Logic Software RAID Configuration Utility Verxxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


LSI Logic Software RAID Setup Utility の終了 

LSI Logic Software RAID Setup Utility の TOP メニューでく ESC > 羊一を押します。 
確認のメッセージが表示されるので、 「 Yes 」 を選択します。 


円 ease Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、く CTRL >+< ALT >+< DEL > 羊一を押します。 
本体装置が再起動します。 


















ハードウエア編 185 


メニユ — ツ y— 


ミ/な臣と 

巧 Xh — 見 

◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ•：情報表示 
♦ : □ジカルドライブ生成後設を（変更）可能 


メ ニュー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Configuration 

Configuration の新規設定 

◊ View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動する□ジカルドライブを選択する 

◊Initialize 

□ジカルドライブ初期化 

◊Objects 

さ'種設定 

◊Adapter 

ディスクアレイコント□-ラ設定 

◊ Sel . Adapter 

Configuration のクリア 

参 Rebuild Rate 

30 

参 ChkConst Rate 

30 

参 FGI Rate 

30 

参目 Gl Rate 

30 

参 DiskWC 

初期値表示（設定不要） 

参 Read Ahead 

初期値表示（設定不要） 

参目 ios State 

Enable 

参 Stop on Error 

No 

参 Fast Init 

Enable 

参 Auto Rebuild 

On 

参 Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1 GB 

•Factoty Default 

デフォルトの設定をする 

◊Logical Drive 

□ジカルドライブ操作 

◊Logical Drives 

□ジカルドライブの選択(複数□ジカルドライブがを在） 

◊Initialize 

□ジカルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 

◊ View/Update Parameters 

□ジカルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

□ジカルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

- #Stripes 

□ジカルドライブを構成している八ードディスクドライブ数 
を表示 

- State 

□ジカルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 
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メニュー 

説明 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスクじ設定 

◊Force Online 

ディスクをオンライン(こする 

◊Force Offline 

ディスクをオフラインにする 

◊Device Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No . 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 
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Setup Utility 操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 l " Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 



• 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
フイ グレーシヨ ン情報びクリアされます。既存のコンフイ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 uration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Confi 呂 uration 」 では、 RAID 1のスパン/ RAID 曰のスパンの作 
成、□ジカルドライブ容量の設定びできません 。 「New 

Confi 邑 uration 」 か 「 View/Add Confi 呂 uration 」 で作成してくださ 
し、。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され個面下にス羊ヤンの情報が表示されます)、終了ずると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルををねせ、 
く SPACE > キーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます。（選択八ードディスクドライブの表示が 
READY から ONLINE になります） 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



日.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable ArTay ( s ) を設定する。 
6. く SPACE > キーを押す。 


SPAN -1 が設をされます。 


Select ConTigurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F 1 日>キーを押して□ジカルドライブの作成を行う。 

「Logical Drives Configure 」 画面が表示されます。（下記図は、八ードディスクドラ 
イブ2台、 RAD 1 を例にしています） 


- Logical Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes Stripe Sz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に pan 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID 0 

1 

RAID 1 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

に） 「 Size 」 ：□ジカルドライブのサイズを指をします。ディスクアレイコント □- 
ラ1枚で最大40個の□ジカルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

On 

ライトノ\'、ソク 


* 推奨設定 


(4 )「RAJ : Read Ahead の設をを行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 


推奨設定 
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(5) に pan 」： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0* 

スパンを巧わない 

SPAN=YES 

スパンを巧う 


* 推奨設定 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組 W 上の同ーパックを作成します。 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

□ジカルドライブが生成され 、 「Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライ 
ブが表示されます。 

10. □ジカルドライブを生成したら、く ESC > キーを押して画面を減ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 呂 uration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く ESC > キーで T 日 P メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects」-►「Logical Drive 」-► [ View/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Logical Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行う□ジカルドライ 
ブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

15. □ジカルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押しり nitialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は71^ J です。 

16. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 

詳細な実行方法は「整合性チェック」 （193 ページ）をご参照<ださい。 

17. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
<ださい。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

3. T 日 P メニユーより、 fRebuildJ を選択する。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、く SPACE > 
キーで選択する。（複数の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

己.八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅する。 

6. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1 日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

7. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

8. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


PORT# 
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ホツトスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブにカーソルを合わせて、 
く ENTER > キーを押す。 

日 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 
6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 LSI Logic Software RAID Setup 
U 川 ity を終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



• ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 rObje な S 」 一 「Physical Drive 」 

I チェック I 一 rPort # X 」 一 「Force Offline 」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八ードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号/ ID 番号がルさい八 ー ドディスクドライブか6順(こリビルドが実 
施されます。 


整合性チ王ック 



1 . LSI Logic Software RAID Setup Utility を起動する。 

2. TOP メニユーより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Logical Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行ラ□ジカルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

4. □ジカルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整合性チェックを行ラ。 
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日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

[Check Consistency Progress」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了です。 

目.く ESC > キーで TOP メニューまで戻って、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility を終了する。 


コンフイグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整台性チェックを実行して 
<ださい。 


その他 


(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「Configure」 一 
「Clear Configuration」 を選択。 「Clear Configuration」 を実行すると、ディスクアレイ 
コント□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration」 を実行すると、ディスクアレイコント日ーラの全てのチヤネルの 
コンフィグレーション情報がクリアされます。 


I チェッ^ 


ディスクアレイコント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグ 
レーション情報が異なる場合、（ディスクアレイコント□ーラ不具合によ 
る交換時 iU 外)ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常(こ行えません。その場合に 
は、 「ClearConfiguration」 を実施して、再度コンフィグレーションを作 
成してください。 

□ジカルドライブ単位の削除は、 LSI Logic Software RAID Setup 
Utility ではできません。 MegaRAID Storage Manager を使用してくださ 
い。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「Objects」 一 「Physical Drive」 ーハードディスクドライブ選択一 「Force Online」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定:します。 

TOP メニューより、 「Objects」 一 「Adapter」 一！" Sel. Adapter」 一 「Rebuild Rate」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設を巧能。デフオルト值馈を推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「Objects」 一 「Physical Drive」 
「Drive Properties」 を選択 


* 八ードディスクドライブ選択- 







